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大阪地域地質センタｰ

一地域と防災一

〒540大阪市中央区大手前4-1-67

大阪合同庁舎第2号館別館5階

地質調査所犬阪地域地質センタｰ
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所在地

大阪市,いや近畿圏のど真ん中の一等地にあり,

大阪官庁街の一角を占める大阪合同庁舎第2号館別

館の5階にセンタｰはあります(写真1).ここは仕

事をするにも,立ち寄っていただくにも非常に便利

な場所となっています(第1図).

交通

新幹線新大阪駅から40分,JR大阪駅から30分あ

れば十分センタｰに着きます.どちらの場合も地下

鉄利用カミおすすめです.地下鉄谷町四丁目駅の5番

出口から歩いて数分の至近距離にあります.

沿革

昭和21年7月

昭和23年8月

昭和24年9月

昭和27年8月

地下資源調査所大阪出張所として

発足

地質調査所大阪出張所と名称変更

地質調査所大阪支所に改組

地質調査所大阪駐在員事務所に改

組

昭和42年4月地質調査所大阪出張所に改組

昭和63年4月地質調査所近畿･中部地域地質セ

ンタｰに名称変更

平成7年4月地質調査所大阪地域地質センタｰ

に名称変更.地域地質研究官を設置

今年は当センタｰ前身の地下資源調査所大阪出張

所が発足してから,ちょうど50周年の記念すべき年

になります.

所管区域

近畿圏を中心に,中部圏から九州圏までの西日本

地方を対象にしています.ですから大阪地域の地質

センタｰではなく,大阪にある地域地質センタｰと

理解していただきたいと思います.
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地下鉄御堂筋隷地下鉄中央線徒歩

①新大阪駅本町駅谷画1四丁目駅一人阪地域地質セ!タｰ

25分10分5番出口0分

写真1大阪合同庁舎第2号館別館

徒歩地下鉄谷町線徒歩

②J長大阪駅一東梅田駅一谷町四r目駅大阪地域地質セノタｰ

1O分15分5番出ロコ分

第1図大阪地域地質センタｰ案内図
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大阪地域地質センタｰ

写真2図書室および閲覧室

設備

センタｰは第2号館別館5階フロアｰの約3分の2,

およそ700㎡(車庫面積を含む)の面積を有します.

部屋は,所長室,応接室､事務室,各研究室,化

学実験室,電子顕微鏡室,X線室,地質図編さん

室,図書室および閲覧室,試料調整室,工作室な

どからなります.

図書は地質調査所の出版物を中心に,地球科学

関係の基本的な学術雑誌や単行本をそろえています

(写真2).また官有車は現在3台あり,機動的な野

外調査が行える体制を整えています.

職員

沿革で示したように,たびたび組織の改組や名称

変更があり,そのたびごとに人員の増減がありまし

たが,平成8年1月現在の職員構成は次の通りです.

センタｰ所長

L地域地質研究官

主任研究官

特殊技術専門職

情報管理専門職

事務官

このうち,主任研究官が2名,情報管理専門職と

事務官は兼務で1名,他はすべて1名ずつ,と言うこ

とで併せて6名が現スタッフです.

:研究業務

センタｰの主な業務は研究です.研究テｰマは研

究者の興味と地域の二一ズを調和させながら決定さ

れています.年ごとにテｰマは異なっていきますが,

現在センタｰ独自に取り組んでいるテｰマは,

1)地方地質の研究,2)シｰズ研究,3)砕石資源調

査の三つです.

1)は現在では火山地質,地震地質,堆積地質,

資源地質の各分野に関連するテｰマに取り組んでお

り,その申には兵庫県南部地震に関するテｰマもあ

ります.2)のシｰ一ズ研究は,中部圏に発達してい

る後期新生代の陸成堆積盆の総括的な研究を遂行し

ています.

また5万分の1や20万分の1地質図幅の作成や,焦

眉の魚となっている有馬一高槻構造線の活断層調査

などを,本所研究グルｰプの一員として行っています.

相談業務

相談業務もセンタｰ業務の一つです.これには,

1)所管区域の地質情報の提供と収集,2)技術指導,

3)広報･宣伝活動,4)各種委員会への参加などが

あります.

地質情報の提供は,昨年の兵庫県南部地震の影

響でしょうか,特に近畿圏の活断層や地震に関する

問い合わせが多くなっています.技術指導の最近の

活動としては,砕石資源調査や窯業粘土資源調査な

どを実施しています.

広報･宣伝活動はいろんな会合での講演,メディ

アからの取材対応やメディアヘの情報提供,あるい

は雑誌･新聞等への執筆などがあります.これらは

やはり近畿圏の地震や活断層に関する内容が中心に

なっています.参加している委員会は,従来は資源

関係のものが多かったのですが,最近はやはり地震

や地盤沈下と言った防災(環境)関連の委員会が増

す傾向にあります.

自己宣伝

以上のように,大阪地域地質センタｰは総員6名

のこじんまりとした雰囲気で研究に励んでいます.

職員数が少ないので本所のような大がかりな研究は

できませんが,地域の特性を生かした小回りのきく

研究を行うように努めています.たとえば昨年の兵

庫県南部地震や九州の九重火山噴火では,幸いにも

当該分野のスタッフがおりましたので,いち早く本

所の研究グルｰプと連携牽とりながら初動調査を遂

行することができ,｢大阪の地域地質センタｰ｣と

しての役割を太いに発揮することができたと考えて

います..<文責:吉田史郎>
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